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ABSTRACT
A theory of how to deliver projects in a lean fashion is
emerging internationally. The term " lean construction "
refers to this theoretical development. Lean Construction is a
term that lean production is transferred to the construction
context in order to improve production efficiency and reduce
project costs. Lean production is a term coined by John Krafcik
to characterize the Toyota Production System.
The International Group for Lean Construction (IGLC),
founded in 1993, makes up a network of professionals and
researchers in architecture, engineering, and construction
(AEC) who feel that the practice, education, and research of
AEC have to be radically renewed in order to respond to the
challenges ahead. Annual conferences are the main activity of
IGLC. We can find papers presented or at least abstracts
as well as information on the upcoming conference. The
distinguishing trait of IGLC is its emphasis on theory. They
view that the lack of an explicit theory of construction has been
a major bottleneck for progress in the AEC field. Conversely,
they assert that the clarification of the theoretical foundation of
construction, along with principles and methods emanating
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from the most effective means for the renewal of the AEC
industry.
The author goes deep into the study of the literatures of lean
construction and accounts for the essence of lean construction.
Also, the author studies the role of supply chains in lean
construction and accounts for the essence of supply chain











ライチェーン・マネジメント (supply chain management:SCM)の内容を明
らかにすることとする。
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ストプランナー・システム (Last Planner system)の手段によって管理する
ことができる。。ラストプランナー・システムは上流の変化から計画された作
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ジュールに沿つて,顧客注文分断点(costumer Order decoupling point:CODP)
は製品に対する顧客ニーズを満たす注文を受ける時点を記している。
I.D.Tommelein,G.Ballard,and P.Kaminskyによればa), cODP概念に基
づいて,J.C,WOrtmann,Do R.Muntslag,and P.Jo M.Timmermansが在庫用
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品が単一取り扱い (包装)単位に一緒にされている (このプロセスは,時々 ,






















































Ⅶ む す び
リーン建設は生産についての変換 (T),フロー (F),価値 (V)の3つ
の見解を生産システム管理で同等に重視しているのである。リーン建設はプロ
ジェクト引渡について全体論的かつ体系的見解を採用し, リーン・プロジェク
ト引渡システムを全面的にTFVの浸透している異なるレベル (課業の特性,
生産,組織,契約)で考察している。生産レベルにおいて,プロジェクト引渡
システムは5つの局面 (プロジェクトの明確化,リーン設計,リーン供給,リー
ン組立,使用)を有している。これらの局面を繋ぐのは生産統制および作業体
系化である。
作業体系化は基本設計,サプライチェーン,資源配分,および組立作業を緊
密に提携させて,プロジェクト・プロセス設計を開発することである。その究
極の目的は顧客に価値を引き渡すように作業フローをより信頼できるものとし,
速くすることである。作業体系化のプロセスにおいて,製品が原材料から完成
品に変換される間に必要とされるプロセス段階および待ち時間が精密に計画さ
れる。作業体系化のマップは供給スケジュールに沿った部門横断図であり,顧
客注文分断点 (CODP)が製品に対する顧客ニーズを満たす注文を受ける時
点を記している。
CODPは「押しつけ―引っ張りの境界」を明らかにする。予測することは
顧客が誰かを正確に知ることなしに供給プロセスによって製品を押しつけるこ
とを意味し,販売は特定顧客の需要に基づく引っ張りを表しているからである。
リーン生産システムは顧客の引っ張りの可能な点に基づき製品を生産し,引き
渡すべく設計されている。リーン生産システムの引っ張りが利用できない場合,
生産システム段階がバッファーを使い,分断される。バッファーには在庫バッ
ファー,生産能カバッファー,時間バッファー,計画バッファーがある。
なお, リーン・プロジェクト引渡システムは「リーン設計」,「リーン供給」,
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「リーン組立」を含んでいる。しかるに,リー ン供給は製品設計,詳細設計を
通してリーン設計と結び付き,組立とロジスティックスを通してリーン組立に
結び付いている。リーン供給がプロジェクト引渡システムとサプライチェーン
の間の要である。
リーン思考は製品設計,詳細設計,組立とロジスティックスに供給業者を含
めることを主張している。ここに,供給業者はリーン・プロジェクト生産チー
ムの一員となる。リーン・プロジェクト引渡の研究において,サプライチェー
ン・マネジメントを抜きにして考察することはできないのであり,リー ン・プ
ロジェクト引渡とサプライチェーン・マネジメントの関係についてのさらなる
研究が必要である。
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